
個別避難計画

自宅の階数最大浸水深土砂災害警戒区域家屋倒壊危険
ゾーン

３.０ｍ以上
２階が浸水する程度

０.５ｍ～３.０ｍ
床上から１階が浸
水する程度

０.５ｍ未満
大人の膝下程度

無

平屋建て
集合住宅の１階

２階以上

自宅が家屋倒壊危
険ゾーン※内

自宅が家屋倒壊危
険ゾーン外

家屋倒壊危険ゾーン

堤防決壊に伴う激しい
氾濫流や河岸浸食の発
生により、家屋の倒
壊・流出が想定される
区域

「立ち退き避難」
自宅に留まるのは危険
です。他の安全な場所
へ移動しましょう。

➋ 「垂直避難」
自宅の浸水深以上の高
い場所へ避難しましょ
う。

➌ 「自宅待機」
外出は控え、自宅で
待機しましょう。

自宅が土砂災害
（特別）警戒区

域の内

自宅が土砂災害
（特別）警戒区

域の外

①

②

③

行 動避難場所(どこへ)

外出は控え、停電時などに備える

情報の入手は・・・ □テレビ □ラジオ □携帯orスマートフォン

大雨時の避難行動開始のタイミング、避難方法を確認！

避難方法
（どのように）

避難場所
（どこへ）

①

立
ち
退
き
避
難

( )
まちづくりセンター

避難場所
( )

その他
( )

徒歩

車いす

車

手伝ってほしい

避難方法
（どのように）

避難場所
（どこへ）

②

垂
直
避
難

③ 自宅待機

自力で2階へ
避難する

手伝ってほしい

その他（ ）

避難行動（安否確認）開始のタイミングは・・・

自宅の2階以上

対象者の災害リスクと大雨時の避難の方向性を確認したのちにヒアリングを実施しましょう!!

➊
大雨時の避難の方向性を確認

組（班）住所氏名

最大浸水深（ 川・ 内水 ）
□0.5ｍ未満 □0.5～3ｍ □3.0ｍ以上

土砂災害警戒区域
内 ・ 外

家屋倒壊危険ゾーン
内 ・ 外

災害リスク
（風水害）

津波浸水想定区域
内 ・ 外

震度
6弱 ・ 6強

災害リスク
（地震）



災害(風水害や地震)がいつ発生しても、本人や家族だけ（近所の手助けなし）で避難場所まで移動できますか？

災害(風水害や地震)がいつ発生しても、本人や家族のみ
で避難情報等を収集し、避難行動できますか？

A 安否確認 B 声かけ支援

避難場所まで、介護車両が必要ですか。

C 移動支援 D 支援内容検討

はい

はい はいいいえ

いいえ

いいえ

災害はいつ発生するかわかりません。
寝ているときに浸水したら大変ですよね・・。普段、寝室は【□１階ですか？ □２階ですか？】

詳細支援内容避難支援区分

大雨時や地震発生時には安否の確認を行います安否確認連絡A

訪問して必要な情報を伝えます声かけ支援B

□２階へ上がるための支援 □車いすへの移乗

□避難先までの移動支援

□その他の支援

移動支援C

福祉総務課へ報告してください。
今後、福祉専門職と一緒に、支援内容について話し合います。支援内容を検討D

避難方法と支援の内容を確認（回答に〇をつけます）

支援に必要な情報を聴き取り
（最初の訪問では聞き取れないこともあるため、複数回かけて行ってください。）

■連絡先を確認しましょう
□自宅 □携帯

■１人になる時間帯はありますか（家族が不在の時間帯）
□AM（ ）□PM（ ）□夜間（ ）

■医療機器など生活するうえで手放せないものはありますか
□あり（ ） □なし

■近所の人で困ったときにお話ししたり、助けてくれそうな人は居ますか。
（班・氏名： 班・ ）（班・氏名： 班・ ） □なし

■日頃から、不安に感じていることがありますか
□あり（ ） □なし

■そのほか、配慮すべき点、気になる点

支援者（誰から連絡をもらうか、だれと一緒に行動するか確認しましょう！「だれと」）

作成日( ) ヒアリング担当者( )


